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紐差教会正面にある紐差バス停
は、新しい再編により西肥バス
とふれあいバスの乗り換え地点
となります。

特集

地域の公共交通を支える
－市内路線バスの運行体系を再編－

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

土曜
（SAT）

編
集
後
記

平 瀧

●「縁結び隊」による
結婚相談会（ホテル
彩 陽ＷＡＫＩＧＡＷ
Ａ）14：00～16：00 ●個別創業相談会（平

戸市役所商工物産課
内）10：00～ 16：00

●ひらど軽トラ市
（木引田町・宮の
町 商 店 街）9：00
～ 12：00

●よろず相談会（田
平町民センター）
9：00～ 17：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●年金相談（舘浦出
張所）
10：30 ～15：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●ハローワークin
平戸市（商工会議所
２階会議室）10：
00～ 15：00

●認知症の人と家族
のつどい（未来創造
館）13：30～15：30

●ハローワークin
平戸市（商工会議所
２階会議室）10：
00～ 15：00 ●ライブラリーコ

ンサート（平戸図書
館）19：00～

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●赤ちゃんおはなし会
（平戸図書館おはなしの
へや）10：30～

●赤ちゃんおはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）10：30～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平 戸ホー
ル）14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平 戸ホー
ル）14：00～
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永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

28

●個別創業相談会（平戸
市役所商工物産課内）
10：00～ 16：00
●若者応援相談会in平戸
（未来創造館会議室Ａ）
11：00～ 16：00

●消費生活巡回相談・定例
行政相談所生月地区（舘浦
出張所）13：00～15：00

●消費生活巡回相談
大島地区（大島村公民館）
14：00～ 16：00

13

永田記念図書館休

永田記念図書館休

　
「
い
つ
ま
で
こ
ぎ
ゃ
ん
状
況

が
続
く
っ
ち
ゃ
ろ
ね
〜
」と
取

材
先
の
会
話
で
で
て
く
る
汗
と

愚
痴
。
今
年
は
、
例
年
よ
り

梅
雨
明
け
が
遅
か
っ
た
の
で
、

涼
し
い
夏
が
訪
れ
る
か
と
思
い

き
や
、
連
日
30
度
を
超
え
る

真
夏
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
の
予
防
と
と
も
に

熱
中
症
予
防
で
こ
ま
め
な
休

憩
と
水
分
補
給
も
行
う
な
ど
、

一
人
一
人
が
で
き
る
対
策
に
心

が
け
て
い
か
ん
ば
で
す
ね
。

　

今
年
は
花
火
大
会
や
伝
統

行
事
は
軒
並
み
中
止
に
。
そ

ん
な
中
、
白
浜
港
と
舘
浦
漁

港
で
、
打
ち
上
げ
花
火
が
上

が
り
ま
し
た（
詳
細
は
Ｐ
25
）。

密
を
避
け
る
た
め
、
事
前
周

知
が
な
か
っ
た
の
で
、
見
逃
し

た
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
平
戸
市
公
式
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ「
平
戸
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

に
動
画
を
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

動
画
を
見
て
少
し
で
も
夏
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

９月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
９月のイベントカレンダー
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●北松北部クリーン
センター受入日
（9：00～16：00）

●北松北部クリーン
センター受入日（9：
00～16：00）
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夢に向かって羽ばたけ

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します

応援団
からの

一言

９広報ひらど

目次・歴史・文化・自然に育まれた平戸遺
産を学ぶ・人口の動き・交通事故件数・火
災救急件数

夢に向かって羽ばたけ

特集

地域の公共交通を支える
-市内路線バスの運行体系を再編-

STOP!コロナ差別

そうだ図書館へ行こう

食生活改善推進員紹介・「古写真」から見る平戸の記憶遺産

高齢者の通いの場訪問

消費生活センター・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がココに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ・ＴｏｗｎＴｏｐｉｃ

ハッピーバースデー

カレンダー

Ｐ２

　Ｐ３

Ｐ4～９

Ｐ10～11

Ｐ12

Ｐ13

Ｐ14

Ｐ15

Ｐ16～17

Ｐ18～22

Ｐ23

Ｐ24～25

P26

P27

P28

歴史・文化・自然に育まれた平戸遺産を学ぶ

文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

　８月22日、平戸市未来創造館で第１回目の
「平戸学講座」が行われました。
　平戸学講座は、市内外の人たちに平戸にあ
る歴史、文化、自然などについて知ってもら
い、郷土の誇りや地元への愛着を持ってもら
うことを目的に開催しています。
　この日は、市民や平戸観光ウェルカムガイ
ドなどを中心に26人の参加があり、「平戸の
民俗芸能」と題して「民族」と「民俗」の違いや
平戸に古くから伝承されている各地区の伝統
芸能などについて、市職員から説明を受けま
した。
　講座については、今回を含め今年度計５回
開催され、第2回は９月19日（土）に「平戸城
探訪」をテーマに行われる予定です。各講座は、
１回のみの参加もできますので、参加を希望
する人は、文化交流課文化遺産班まで問い合
わせください。

火災救急件数

16件（20件）

843件（990件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和２年７月末現在令和２年７月末現在

20件（31件）

　０人（０人）

24人（39人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　30,489人（-23人）

■男　性　14,412人（+１人）

■女　性　16,077人（-24人）

■世帯数　13,966戸（-９戸）

■平戸地区   17,586人  （+４人）
　 北部地区　  10,366人　（+ １人）         
　  中部地区　    3,444人　（+ ２人）
　  南部地区　    3,776人　（+ １人）

■生月地区     5,216人 （-21人）
■田平地区　 6,684人 （- ７人）
■大島地区　 1,003人 （+ １人）

令和２年８月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問
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山口 紗瑛 フェイスさん

大島中学校

大島村

やまぐち   さえ
２年

　子ども県展では
姉の綾美さんが
県知事賞を受賞
し、姉妹で特別
賞を受賞する快
挙。

　　　『人を喜ばせられる大人に』

　両親とも芸術の才能がないので、紗瑛の作った作品を見てい
つも驚かされています。子ども県展で受賞したことについて、地
域の人たちからたくさんの声をいただき嬉しく思っています。将
来は、たくさんの人に喜ばれる仕事ができる大人になってほし
いです。

父・英雄さん

人
生
と
い
う
名
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に

　
　
　
　
　 

自
分
の
色
を
重
ね
て
い
く

表
現
し
た
作
品
を
出
展
。
絵
画
部

門
と
立
体
部
門
で
特
別
賞
の
造
形

教
育
研
究
会
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
の
制
作
に
つ
い
て「
絵

画
は
、
新
鮮
な
タ
コ
の
黄
土
色
っ
ぽ

い
色
合
い
を
出
す
た
め
に
何
度
も
色

を
塗
り
重
ね
、
約
５
カ
月
を
か
け
て

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
立
体
作
品
は
、

顔
の
立
体
感
や
海
の
荒
波
を
専
用
の

道
具
を
使
っ
て
表
現
す
る
の
が
大
変

で
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

本
格
的
に
絵
の
勉
強
を
始
め
た
の

は
中
学
校
の
美
術
部
に
入
部
し
て
か

ら
と
い
う
山
口
さ
ん
。
そ
れ
ま
で
は

小
学
校
の
教
頭
先
生
に
教
え
て
も
ら

う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
、
こ
れ
か

ら
さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
顧
問
の
中
尾
先
生
は「
彼
女
は
、

少
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
だ
け
で
、

自
分
の
な
か
で
何
倍
に
も
膨
ら
ま
せ

て
作
品
に
落
と
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
」と
目
を
細
め
ま
す
。

　

最
後
に
、
将
来
の
夢
に
つ
い
て
尋

ね
る
と「
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
に

な
っ
た
き
っ
か
け
の
１
つ
が
漫
画
で
、

小
説
を
読
む
こ
と
も
大
好
き
な
の
で

本
に
携
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
１
年
生
の
こ

ろ
に
は
、
第
65
回
長
崎
県
小
・
中

学
校
生
徒
美
術
作
品
展「
子
ど
も
県

展
」に
、
大
島
の
海
の
幸
で
あ
る
タ

コ
の
動
き
や
質
感
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
描
い
た
絵
画
と
、
大
島
の
風
景
を

思
い
浮
か
べ
る
自
分
自
身
を
粘
土
で

　
　
　

室
で
、
パ
レ
ッ
ト
に
広
げ
た

　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
色
の
絵
の
具

を
混
ぜ
合
わ
せ
、
画
用
紙
に
慎
重

に
色
を
塗
り
重
ね
て
い
る
生
徒
が
、

今
回
紹
介
す
る
大
島
中
学
校
２
年

の
山
口
紗
瑛
フ
ェ
イ
ス
さ
ん
で
す
。

　

山
口
さ
ん
は
、
現
在
、
美
術
部

教

（　）は、前月との比較
  ひでお



宮の浦

10月１日から再編となる路線バスの運行体系
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路
線
バ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に

　

本
市
で
は
、
市
ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
は
じ

め
西
肥
バ
ス
お
よ
び
生
月
バ
ス
の
民
間
２

業
者
に
よ
り
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
利
用
者
は
人
口
減
少
な
ど

の
影
響
も
あ
り
、
年
々
減
少
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
を
維
持
す

る
た
め
に
、
毎
年
市
か
ら
赤
字
補
填
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
利
用
者
数

の
減
少
に
よ
り
、
そ
の
額
は
年
々
増
加
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
も
交
え
て
市
内
の
交
通
体
系

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
協
議
を
重
ね
、

本
年
、
10
月
１
日
か
ら
市
内
の
路
線
バ
ス

の
運
行
体
系
の
再
編
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
末
永
く
本
市
の
交
通
体
系
の
維

持
を
行
う
上
で
の
再
編
と
な
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

再
編
の
ポ
イ
ン
ト

平
戸
営
業
所
か
ら
宮
の
浦
間
バ
ス
路
線
を

「
た
び
ら
平
戸
口
駅
か
ら
平
戸
高
校
」「
紐

差
か
ら
宮
の
浦
」間
の
バ
ス
路
線
に
再
編

　

こ
れ
ま
で
西
肥
バ
ス
が
平
戸
桟
橋
か
ら

宮
の
浦
間
お
よ
び
平
戸
桟
橋
か
ら
志
々
伎

間
を
運
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
は「
た
び
ら
平
戸
口
駅
か
ら
平
戸
桟
橋

を
経
由
し
平
戸
高
校
」ま
で
を
西
肥
バ
ス
、

「
紐
差
か
ら
宮
の
浦
」ま
で
を
市
ふ
れ
あ
い

バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
中
南
部
地
区
の
皆
さ
ん

に
つ
い
て
は
、
平
戸
方
面
へ
行
か
れ
る
場

合
、
紐
差
で
乗
り
換
え
が
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
西
肥
バ
ス
お
よ
び
市
ふ
れ
あ
い
バ

ス
そ
れ
ぞ
れ
の
運
行
便
数
が
相
違
し
接
続

し
て
い
な
い
時
間
帯
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
す
る
際
は
運
行
時
間
を
確
認
し
て
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

地域の公共交通を支える
― 市内路線バスの運行体系を再編 ―

南
部
地
区
か
ら
猶
興
館
高
校
お
よ
び
北
松

農
業
高
校
へ
通
学
の
バ
ス
路
線
に
再
編

　

こ
れ
ま
で
西
肥
バ
ス
の
始
発
便
に
つ
い

て
、
志
々
伎
バ
ス
停
発
で
あ
っ
た
た
め
、

志
々
伎
以
南
の
高
校
生
が
バ
ス
利
用
し
づ

ら
い
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
早
朝
１
便（
宮
の
浦
午
前

６
時
10
分
発
、
た
び
ら
平
戸
口
駅
午
前
７

時
48
分
着
）、
夜
１
便（
た
び
ら
平
戸
口
駅

午
後
７
時
30
分
発
、
宮
の
浦
午
後
９
時
８

分
着
）を
主
に
南
部
地
区
か
ら
猶
興
館
高

校
お
よ
び
北
松
農
業
高
校
へ
通
学
す
る
生

徒
用
の
バ
ス
路
線
と
し
て
再
編
し
西
肥
バ

ス
が
運
行
し
ま
す
。

生
月
バ
ス
平
戸
高
校
線
の
運
行
ル
ー
ト

「
生
月
〜
中
野（
山
中
）〜
平
戸
高
校
」を

「
生
月
〜
獅
子
〜
平
戸
高
校
」へ
変
更

　

現
在
、
生
月
バ
ス
が
生
月
か
ら
中
野

（
山
中
）を
経
由
し
平
戸
高
校
ま
で
バ
ス
の

運
行
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
中

野
地
区
で
の
乗
降
実
績
が
少
な
い
た
め
、

今
後
、
運
行
ル
ー
ト
を
変
更
し
生
月
か
ら

春
日
、
高
越
、
獅
子
を
経
由
し
平
戸
高
校

ま
で
を
運
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
獅
子
地
区
に

つ
い
て
は
、
市
ふ
れ
あ
い
バ
ス
が
運
行
し

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
、
市
ふ
れ

あ
い
バ
ス
の
運
行
は
廃
止
さ
れ
、
生
月
バ

ス
が
代
わ
り
に
運
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

特集

バス利用者数および市の補助額など

25

20

15

10

5

0

16,000

14,000

12,000

8,000

4,000

0

バス利用者数 市補助額など

H27 H2８ H2９ H30 R1

（万人） （万円）
248,601

233,591

214,209

197,682

191,704

約1.4億円
を補填
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運行体制再編で各バス会社の時刻表などが変わります

宝亀・大川原・赤松地区ではスクールバスも利用可能
　路線バスの運行体系再編に伴い、平日の朝に運行しているス
クールバスを有料で利用することが可能になります。なお、利用
にあたっては、事前に市へ利用の届出を行い、現金ではなく市が
販売する回数券を利用することになります。
【一乗車あたり大人200円、小人（高校生以下）100円】
　また、利用する際は事前の予約は不要ですが、乗車予定定員
以上の利用希望者があった場合、乗車できない場合があります。

　これまで中南部地区で運行している市ふれあいバスについて、今後、「紐差～宮の浦線」を除

き、午後の時間帯において予約により自宅から目的地まで運行するデマンド運行を、一部地域を

除き行います。利用する際は、事前に市へ利用の届出を行い、原則として利用日の前日までに

電話予約が必要となります。

  市への利用届出
所定の様式を中部出張所・南部出張所に備え付けています
ので、必要事項を記入の上、市へ提出して下さい。

  利用時間および運行範囲
その日の利用予約を取りまとめのうえ、下記の時間を目安に出発します。

また、他業者との競合を避けるため一部地域を除いて運行しています。

  問い合わせ・申込先
利用を希望する場合は、下記の申込先へ電話で申し込みください。

デマンド運行（予約制）を実施

ふれあいバス

生月バス ●学休日運休

●土日祝運休

●土日祝運休

西肥バス

家の近くまで
迎えに行くせん
便利かよ～♪

地区

中部地区
紐差、宝亀、大川原、
根獅子、飯良（根獅
子、飯良は土曜のみ利
用可）

①午後１時30分
②午後３時30分
③午後５時30分

①午後１時30分
②午後３時30分

志々伎地区・野子地区は、
デマンド運行は利用できま
せん。

▼獅子地区は生月バスが運 
　行するため、デマンド運
　行は利用できません。
▼根獅子・飯良地区は、土
　曜日午後のみデマンド運
　行が利用できます。

津吉、中津良
津吉地区まちづくり
運営協議会

（☎27-0611）

(有)ケイライン
（☎22-3336）

南部地区

運行範囲 利用申込先 出発時間 注意事項

宮の浦⇒紐差
種別

●

●
●

平戸高校前⇒獅子⇒春日⇒汐見町⇒一部桟橋⇒加勢川入口
種別

● 18：44 18：48 18：59 19：02
16：49 16：53 17：04 17：07
12：24 12：28 12：39 12：42
8：24 8：28

18：20 18：24
16：25 16：29
12：00 12：04
8：00 8：04 ８：39 ８：42

18：25 18：33 18：37 18：41
16：30 16：38 16：42 16：46
12：05 12：13 12：17 12：21
8：05 8：13 8：17 8：21

加勢川入口一部桟橋汐見町春日高越獅子ふれあいセンター平戸高校前 平戸市民病院 白石

加勢川入口⇒一部桟橋⇒汐見町⇒春日⇒獅子⇒平戸高校前
種別

● 18：01 18：09 18：10 18：14
16：01 16：09 16：10 16：14
11：41 11：49 11：50 11：54
7：41 ７：49

17：30 17：35
15：30 15：35
11：10 11：15
７：10 ７：15 7：50 7：54

17：46 17：50 17：53 17：57
15：46 15：50 15：53 15：57
11：26 11：30 11：33 11：37
７：26 ７：30 ７：33 ７：37

加勢川入口 一部桟橋 汐見町 春日 高越 獅子 ふれあいセンター 平戸高校前平戸市民病院白石

紐差⇒宮の浦

７：20
８：25
13：55
15：35

７：25
８：30
14：00
15：40

７：37
８：42
14：12
15：52

７：42
８：47
14：17
15：57

７：47
８：52
14：22
16：02

７：49
８：54
14：24
16：04

７：53
８：58
14：28
16：08

７：59
９：04
14：34
16：14
19：17

８：03
９：08
14：38
16：18
19：21

８：04
９：09
14：39
16：19
19：22

８：07
９：12
14：42
16：22
19：25

宮の浦 野子 船越 志々伎

回　送

津吉橋 下中津良 平戸高校前 根獅子道 紐差平戸市民病院前津吉入口

種別

●

●
● ７：35

11：50
12：50
17：50
18：30
19：35

７：38
11：53
12：53
17：53
18：33
19：38

７：39
11：54
12：54
17：54
18：34
19：39

７：42
11：57
12：57
17：57
18：37
19：42

７：49
12：04
13：04
18：04
18：44
19：49

７：53
12：08
13：08
18：08
18：48
19：53

７：55
12：10
13：10
18：10
18：50
19：55

8：00
12：15
13：15
18：15
18：55
20：00

8：05
12：20
13：20
18：20
19：00
20：05

8：17
12：32
13：32
18：32
19：12
20：17

8：22
12：37
13：37
18：37
19：17
20：22

津吉橋下中津良平戸高校前根獅子道紐差 平戸市民病院 前津吉入口 宮の浦野子船越志々伎

たびら平戸口駅⇒平戸桟橋⇒平戸高校前⇒志々伎⇒宮の浦
種別

●

●

● 10：50

９：30

７：10

６：30

11：50

15：00

18：40

17：30

16：50

16：00

19：30 20：35

11：00

９：40

７：20

６：40

12：00

15：10

18：50

17：40

17：00

16：10

19：40 20：39

11：05

９：45

７：25

６：45

12：05

15：15

18：55

17：45

17：05

16：15

19：45 20：41

11：08

９：48

７：28

６：48

12：08

15：18

18：58

17：48

17：08

16：18

19：48 20：45

11：23

10：03

７：43

７：03

12：23

15：33

19：13

18：03

17：23

16：33

20：03 21：01

11：41

10：21

８：01

７：21

12：41

15：51

19：31

18：21

17：41

16：51

20：21 21：06

11：48

10：28

８：08

７：28

12：48

15：58

19：38

18：28

17：48

16：58

20：28

宮の浦野子志々伎津吉橋下中津良平戸高校前紐差平戸新町 川内平戸桟橋平戸口駅 猶興館入口 前津吉入口

宮の浦⇒志々伎⇒平戸高校前⇒平戸桟橋⇒たびら平戸口駅
種別

●

●

●

８：20

７：40

６：47

６：00

９：10

11：00

17：30

16：20

14：40

12：00

18：30

８：28

７：48

６：54

６：07

９：18

11：08

17：38

16：28

14：48

12：08

18：38

８：46

８：06

７：12

６：25

９：36

11：26

17：56

16：46

15：06

12：26

18：56

９：01

８：21

７：27

６：40

９：51

11：41

18：11

17：01

15：21

12：41

19：11

９：04

８：24

７：30

６：43

９：54

11：44

18：14

17：04

15：24

12：44

19：14

９：09

８：29

７：35

６：48

９：59

11：49

18：19

17：09

15：29

12：49

19：19

９：19

８：39

７：45６：10 ６：15 ６：31 ６：35 ６：37 6：41

６：58

10：09

11：59

18：29

17：19

15：39

12：59

19：29

野子 志々伎 津吉橋 下中津良 平戸高校前 紐差 平戸新町川内 平戸桟橋宮の浦 平戸口駅猶興館入口前津吉入口

※デマンド運行スクールバスの利用については、9月上旬の嘱託員便にて該当地区に文書と利用届出書の書
　式を各世帯1部ずつ配布します。詳細については、文書で確認してください。

■運賃
西肥バスホームペー
ジをご覧ください。

■運賃
生月バスホームぺー
ジをご覧ください。

■運賃
大人200円
小人100円
※小人は高校生以下

利用料金
大人／片道300円・往復500円
小人／片道100円・往復200円
※小人は高校生以下
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回
、
平
戸
市
に
お
い
て
公
共

　
　
　

交
通
の
再
編
を
令
和
２
年
10

月
１
日
よ
り
行
い
ま
す
。
こ
の
再
編

に
つ
い
て
は
、
自
家
用
車
の
利
用
や

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
に

よ
り
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

人
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
度
に
平
戸
市
公
共
交
通
網

形
成
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
市
内
の
交
通
網
の
再
編
を
行
う

た
め
、
令
和
元
年
度
に
平
戸
市
公
共

交
通
再
編
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

計
画
の
目
的
と
し
て
、
持
続
可
能

で
便
利
に
移
動
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

　　会長　綱　辰幸  さん

溝口　朋博さん
西肥バス平戸営業所長

地域の皆さんにとって安心安全な公共交通機関として

路
線
バ
ス
は

学
生
や
高
齢
者
に
と
っ
て

通
学
・
通
院
に

必
要
不
可
欠
な

公
共
交
通
手
段
で
す

そ
ん
な
地
域
の
足
で
あ
る

路
線
バ
ス
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
も

皆
さ
ん
で
乗
っ
て

支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う

平戸市愛のり交通活性化委員会会長に聞きました

公共交通の事業者として

利用者の声

勉強や部活など充実した学校生活を送ることができています

椎木　さくらさん
猶興館高校２年

木ヶ津町
藤村　トキ子さん

「
必
要
な
人
が
必
要
な
時
間
に
利
用
で
き

便
利
で
移
動
し
や
す
い
よ
う
に
」

　当社は長年乗合バスとして運行しており、今
後も平戸市の基幹交通としての重責を担って
いく必要があると思っています。そのためにも、
子どもからお年寄りまで安心安全で利用しても
らえるようにさまざまな点に配慮しています。
特にバスに乗降車する際には、足の不自由な
人には目配り気配りなども入念に行っていたり、

最近はコロナウイルス対策として窓を定期的に
空けて換気するなどしています。
　公共交通機関は、利用者がいないと維持で
きません。そのため事業者としても気軽に利
用でき、車内で快適な時間を過ごせるよう心
がけていきますので、ぜひ公共交通機関を利
用してもらいたいと思います。

り
を
目
指
し
、
主
に
路
線
バ
ス
や
市

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
公
共
交
通
空
白
地
域
対
策
を

実
施
す
る
た
め
、
本
計
画
の
実
現
に

よ
り
地
域
社
会
全
体
の
価
値
向
上
を

図
り
、
ひ
い
て
は
第
２
次
平
戸
市
総

合
計
画
で
掲
げ
て
あ
る「
夢
あ
ふ
れ
る

未
来
の
ま
ち
平
戸
」の
実
現
を
図
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
元
年
度
に
学
識
経
験
者
、

交
通
事
業
者
、
地
元
代
表
者
、
関
係

各
機
関
か
ら
な
る「
平
戸
市
愛
の
り
交

通
活
性
化
委
員
会
」を
こ
れ
ま
で
３
回

開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
議
論

今

し
な
が
ら
計
画
策
定
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
計
画
に
つ

い
て
再
編
を
行
う
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

①
幹
線
系
統
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

　
と
し
て
、
持
続
可
能
性
と
利
便
性

　
に
配
慮
し
た
便
数
・
ダ
イ
ヤ
設
定

　
を
基
本
に
、
路
線
バ
ス
お
よ
び
鉄

　
道
、
定
期
航
路
の
各
モ
ー
ド
間
の

　
接
続

②
支
線
系
統
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

　
と
し
て
、
主
に
市
内
の
通
学
や
高

　
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の
通
院
・
買

　
い
物
、
更
に
は
今
後
増
加
が
期
待

　
さ
れ
る
観
光
客
の
移
動
な
ど
、
生

　
活
に
密
着
し
た
身
近
な
移
動
を
支

　
え
る
公
共
交
通
と
し
て
、
地
域
の

　
実
情
・
需
要
に
応
じ
、
路
線
バ
ス

　
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
多
様
な
移

　
動
手
段
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
構
築

③
海
上
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

　
と
し
て
、
大
島
や
度
島
な
ど
の
離

　
島
と
平
戸
島
、
平
戸
島
と
佐
世
保

　
市
を
結
ぶ
必
要
不
可
欠
な
生
活
航

　
路
と
し
て
の
維
持
活
性
化

　

以
上
の
３
点
を
重
点
項
目
と
し
、

今
後
の
平
戸
市
に
お
け
る
持
続
的
な

公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
利
用
者
増

加
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

長崎県立大学佐世保校
地域創造学部学部長

　両親からも自宅から通える高校に進学したほうがいいと勧められていて、バ
スで通学しながら補習や部活もできる猶興館高校に進学しました。初めての
バス通学だったこともあり、入学当初は定期券の使い方がわからず運転手さ
んに迷惑をかけたりもしましたが、今は慣れてきて移動時間には学校の課題
をしたりしています。通学できるバスがあったことで、自分が行きたい高校に
進学でき、毎日充実した高校生活を送ることができています。

　市民病院への通院のために週１回、また紐差町のスーパーへ買い物に行く
ために週３回ほど、ふれあいバスを利用しています。車を持っていないため、
移動手段としてバスは生活に欠かせないです。自宅から最寄りのバス停まで
少し距離があるのですが、運転手の人が気を使ってくれて乗降車させてくれ
るため大変助かっています。また、バスの利用者やバスで出かけた先で知り
合いの人とおしゃべりすることが楽しみになっています。

通院や買い物だけでなく、人との交流の機会にもなります

つな　　　たつゆき

みぞぐち　　　  ともひろ

しいぎ

ふじむら

平戸市愛のり交通活性化委員会



第１の感染症（病気）を防ぐ

第２の感染症（不安）を防ぐ
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コロナ差別
～今こそ人権について考えましょう～

３つの感染症（病気・不安・差別）に
振りまわされないために私たちにできること
○「手洗い」「咳エチケット」「３密を避ける」など１人１人
　が衛生行動を徹底する
　ウイルスに立ち向かうための行動をこころがけること
　はもちろん、自分のためだけではなく周りのひとのた
　めにもすることが大切です。

○「確かな情報」を広める
　さまざまな情報があふれる中、確かな情報を見極め
　不確かな情報を不用意に広めないようにしましょう。
○差別的な言動に同調しないようにする
　不安をあおることは病気に対する偏見や差別を強める
　ことになります。

○「気づく力」を高める
　今の状況を整理し、考え方、気持ち、ふるまいなど
　自分自身をいろんな角度から観察してみましょう。
○「自分を支える力」を高める
　自分の安全や健康のために必要なことを見極めて自ら
　選択しましょう。
○「聴く力」を高める
　ウイルスに関する悪い情報ばかりに目が向いていたり、
　なにかと感染症と結び付けて考えたりしていませんか。

第３の感染症（差別）を防ぐ

　新型コロナウイルス感染症の感染者が増え続けています。全国では感染者やその家族、周囲

の人への差別や誹謗中傷が問題になっています。「自分や家族がもし感染したら」という想像力を

持ち、不確かなうわさや差別に振り回されないよう冷静な行動と言動をこころがけましょう。

長崎県人権教育啓発センター（長崎県人権・同和対策課）　☎095-826-5115
　○受付時間　午前９時～午後５時

　○休館日　　祝日・振替休日・年末年始（12月29日～１月3日）

みんなの人権110番（全国共通人権相談ダイヤル）　☎0570-003-110
　○受付時間　平日午前８時30分～午後５時15分　※最寄りの法務局につながります。
子どもの人権110番　☎0120-007-110
　○受付時間　平日午前８時30分～午後5時15分

人権に関する相談窓口

STOP！

健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125問

負の連鎖で感染症が広がる仕組み～３つの「感染症」を理解しよう～

①未知のウイルスでわから
　ないことが多いため「不
　安」が生まれる

②人間の生き延びようとする本能により
　ウイルス感染にかかわる人を遠ざける

③差別を受けるのを恐れ、
　受診をためらい、さらな
　る病気の拡散につながる

負の連鎖を断ち切るためには、１人１人の行動が鍵になります

第１の感染症差別
　ウイルスに対する薬やワクチンは
開発段階です。県などから発表され
る新規感染者についての情報は個人
情報保護の観点から、公開される情
報に限界があり、不安に思うことも
あるかもしれません。

　不安や恐怖心からウイルス感染に
かかわる人などを日常生活から遠ざ
け差別するなど、社会のつながりを
壊してしまいます。不安や恐れは、
人間の生き延びようとする本能を刺
激し、差別を生み出します。

第２の感染症「不安」第３の感染症「差別」

第１の感染症「病気」
　ウイルスがもたらす第１の感染症は、病気そのもの
です。
　新型コロナウイルスは、感染者との接触でうつるこ
とがわかっており、風邪症状や重症化して肺炎を引き
起こすこともあります。
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vol.18「古写真」から見る平戸の記憶遺産

４

文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

西海国立公園「川内峠」

現在の川内峠の風景

昭和30年ごろの川内峠の風景

平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

９日（水）・23日（水）  午前10時30分～

12日（土）・24日（木）　午後２時～

26日（土） 午後７時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『海よりもまだ深く』（邦画:117分)

ライブラリーコンサート（平戸図書館）　　　
■今月の出演は、門屋尚山氏と竹友会による
尺八の演奏会です。
※予定は変更になることがあります。

おはなし会　　　　　　　　　　　　　　
※随時変更することがあります。

永田記念図書館

『妖怪の子預かります ４』
作／廣嶋　玲子
絵／Ｍｉｎｏｒｕ
出版社／東京創元社

『こどもプレゼン教室』
著／前田　鎌利
出版社／宝島社

『ミニマリスト
　スマホの中を片付ける』
著／飯島　彩香
出版社／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

『ポッポーきかんしゃ』

著／とよた　かずひこ
出版社／アリス館

『マンガでわかる
 「実家のたたみ方」』
著/宮島　葉子
原案/白沢　ふかみ
アドバイザー/仙田　智一

娘を預けたいと、弥助のもと
に訪れたのは、化けいたちの
宗鉄。娘の名前は「みお」と
いう。みおはお面をつけ、父
親と周囲を拒絶していて…。
弥助と妖怪のにぎやかな日々
を描いたシリーズ第４弾です。

大人になっても役に立つプレ
ゼン術を身につけよう！「プ
レゼン」は、「プレゼンテー
ション」をちぢめた呼び方で、
自分の考えや思いを伝える手
段のことです。さあ、あなた
のプレゼン力を磨いてみませ
んか。

ポッポーポッポー。機関車が
出発します。ガタンゴトンガ
タンゴトン。機関車は、ねこ
さんやいぬさんを乗せていき
ます。ガタンゴトンガタンゴ
トン。擬音が楽しい、赤ちゃ
ん絵本です。

今や私たちの生活にかかすこと
のできないアイテム「スマート
フォン」。整理収納アドバイザー
の著者が、スマホの中の整理術
から、お金の管理や、アプリの
使い方などを紹介した１冊。好
みや使い勝手に合わせてスマホ
を自分仕様に変えてみませんか。

実家のたたみ方、あなたなら
どうしますか？葬儀やお墓、
貯金の名義変更、使っていな
い実家の処分など、さまざま
なトラブルにどう対処してい
くかをマンガでわかりやすく
紹介している1冊です。

『少年と犬』
著／馳　星周
出版社／文藝春秋
家族のために犯罪に手を染め
た男が拾った犬。守り神に
なったその犬はある意志を秘
めていた。人生の無常と犬の
神秘性を描いた6編の物語。
第163回直木賞受賞作です。

今月の休館日　永田記念図書館：1日(火）・8日(火)・15日(火)・22日(火)・27日（日）・29日（火）

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202
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　西海国立公園は、昭和30年に日本で18番目の国
立公園として誕生し、今年で65年目を迎えました。
写真は、平戸島北部に位置する大草原「川内峠」です。
昭和30年ごろと現在の写真を比較すると、道路や歩
道、インフォメーションセンターなどが整備されてい
るほか、森林が占める範囲が広がっています。
　温暖で雨が多い日本では、草原を放置しておくと、
やがて低木が生えだし、最終的には森林になってしま
いますが、古くから家畜のえさや肥料などとして野草
を利用し、野焼きなどの営みを通して草原を維持して
きました。現在も、年に一度の野焼きを継続しており、
その維持に重要な役割を果たしています。
　減少の一途をたどっている草原は、全国的にも貴
重な場所になっており、川内峠は平戸を代表する「宝
もの」のひとつになっています。

■活　動／学習会　年４回

　　　　　その他　地区伝達活動など

■活動場所／度島地区

■会員数／５人
学習会の様子

Hirado City Public Relations,2020.９13

わたしたち「食生活改善推進員」です！

度島支部「さくら会」

「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに活動する平戸市食生活改善推進員を紹介！

　さくら会では、脳トレやいきいきサロン、婦人
会への料理・健康づくり情報の提供を行ってい
ます。12月の「お帰りなさいイルミネーション」
では島民に活動をPRし、温かいうどんを提供し
ています。
　「自分の健康は自分の手で守ること」を念頭に
おいて活動しています。今後は、若い世代や子
供たちにも「郷土料理」や「朝食の大切さ」、「健
康づくり」について伝えていけたらと考えています。
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市民課消費生活センター　☎22-9122問

消費生活
センター

「消費生活センター」から身近な情報をお届け
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文化交流課交流推進班　☎22-9143
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「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！
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活 動 日／毎週金曜　

　　　　　午後１時30分～２時30分

活動場所／宝亀第２公会堂

開催地区／宝亀第２地区

代　　表／松田　礼子

たっしゃが宝よ！！

松田　礼子さん
（宝亀町）

代表

　通いの場が立ち上がる前は、地区で集まる
機会が少なかったのですが、週１回のよかよ
か体操をきっかけに集まりの場が増えました。
現在は21人で活動しています。
　体操を始めたおかげで、意識的に背筋を伸
ばせるようになったり、階段の昇り降りがス
ムーズにできたりと身体と心に変化が表れてい
ます。
　今後は、趣味のサークルなども取り入れてみ
たいとの声も聞かれています。
　5年後、10年後も地域との関わりを続け、
健康増進に繋げていきたいと思います。　

　まつだ　　　 れいこ

　宝亀第２地区では平成30年４月より平戸よかよか体操を行う通
い場の活動を始めました。参加者の平均年齢は70代で週に１回活
動しています。通いの場を始めたきっかけは、「いつまでも元気で
過ごしたい」「交流の場を増やしたい」との思いからです。
　名前の由来は、日ごろ年配の人たちが普通にあいさつで交わす
言葉「達者が一番ばい」から、これから先も元気で楽しく過ごすた
め「たっしゃが宝！」を目標にみんなでネーミングしました。
　また、宝亀第２地区では定期的に花壇のお世話をしており、美
化活動にも取り組み、色とりどりの花が迎えてくれます。

「たっしゃが宝よ!!」

vol.14　　

国際交流員
ボエトボニー

（オランダ王国出身）



※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

53-1759

53-0496

22-9206

57-0789

27-0475

27-1084

27-0333

27-0222

57-1943

22-2244

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

よちよちクラブ

めばえ広場

いきつきげんきっこ広場

やよいプレイランド

中津良保育所

堤保育園

小鳩こども園

津吉保育所

トコトコ

あいちゃん広場

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園保育園）

（大島：大島村保育所）

（生月：山田児童館）

（生月：認定こども園めばえ）

（生月：生月こども園）

（田平：やよい幼稚園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩こども園）

（南部：津吉保育所）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：しおかこども園）

（北部：みのりこども園）

連絡先施設名

広報ひらど 令和２年９月号 16

子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。

特定健診やがん検診などの日程は、対象者に配布している「平戸市健（検）診日程表」をご覧ください。

今月の
特ダネ

予防接種の接種間隔規定の緩和

こども未来課母子保健班　☎22-9136問

8月1日（土）～ 11月30日（月）は医療機関で健（検）診が受けられます

９月の休日当番医（診療時間：午前９時～午後５時）
住　所 連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問

９月６日（日）

９月13日（日）

９月20日（日）

９月21日（月・祝）

９月22日（火・祝）

９月27日（日）

北川病院

柿添病院

青洲会病院

谷川病院

柿添病院

青洲会病院

平戸市浦の町737番地

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市田平町山内免400番地

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免612番地4

22-2344

23-2151

57-2155

57-0045

23-2151

57-2155

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　※土日祝日は24時間対応
　☎＃8000 または ☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

妊 妊婦健康相談乳 乳児健診 母子健康相談母３３歳児健診１１歳６カ月児健診

ところ 種類および受付時間日にち

９月の各種相談および赤ちゃんの健診など

平戸市福祉保健センター（田平）

大島村公民館

ふれ愛センター度島

平戸文化センター

平戸市福祉保健センター（田平）

平戸文化センター

９月２日（水）

９月４日（金）

９月10日（木）

９月11日（金）

９月18日（金）

９月29日（火）

　　13:00～13:30

12:45～13:00　　　　　　　　13:30～13:45

　　10:00～10:30

12:30～12:45

18:30～19:00

12:45～13:15

こども未来課母子保健班　☎22-9136問

乳

乳

予防接種の接種間隔規定が緩和されます

　これまでは、予防接種法により、異なる種類

の予防接種ワクチンの接種間隔について、「生ワ

クチンについては接種後27日以上、不活化ワク

チンについては接種後6日以上の間隔をあける

こと」と定められていました。

　令和２年10月１日（木）から、法改正により、

「注射生ワクチン」同士の接種間隔を27日以上あ

ける以外は、他のワクチンと干渉する可能性は

低いことから、ワクチンの接種間隔規定が撤廃

され制限なしとなります。(表１）

　生まれてから１歳までの乳児期には、多数の

ワクチンを限られた期間に接種する必要があり

ます。今回の接種間隔規定の緩和によって、ワ

クチン接種のスケジュールが調整しやすくなり、

より確実に接種機会を確保できるようになりま

す。なお、「同時接種は医師が認めた場合」と

なっております。

　また、小児肺炎球菌など同一ワクチンを複数

回接種する必要がある場合の接種間隔について

は、医師の指示に従うようお願いします。

(表１）

１

パ

パ Sun・MaMaひろば（パパ・ママ教室）

Hirado City Public Relations,2020.９17

妊 母

妊 母

１ ３

ロタウイルスワクチンの定期接種が始まります

　令和２年10月1日（木）から、これまで任意

接種だったロタウイルスワクチンが予防接種法

に定められた定期接種となります。このワクチ

ンは、乳幼児に多く起こる嘔吐・下痢・発熱な

どを主症状としたロタウイルス胃腸炎を予防す

るワクチンです。

　対象者は、「令和２年８月１日以降に出生さ

れた人」となっております。詳しい内容は個別

通知いたしますのでご確認ください。

※詳しくは2020年度平戸市健（検）診日程表をご覧く
　ださい。
※医療機関によっては、受けられる健診や予約が必要
　な場合がありますので、医療機関へ直接お問い合わ
　せください。
※特定検診・がん検診は30歳代も受診できます。

特定健診・がん検診の実施医療機関

病院名 電話
柿添病院
北川病院
くわはら医院
中野診療所
度島診療所
平戸市民病院
幸福堂医院
生月病院
しおざわ内科消化器科
青洲会病院
谷川病院
大島診療所

23-2151
22-2344
22-2306
20-4100
25-2014
28-1113
27-2603
53-2155
57-2121
57-2155
57-0045
55-2039

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12

生月病院
南地区交流センター（午前）
田平活性化施設（午後）
平戸文化センター
田平町民センター
生月病院
根獅子公民館（午前）
飯良公会堂（午後）
平戸文化センター
平戸文化センター
生月病院
平戸文化センター
平戸文化センター
木ヶ津第1公会堂（午前）
大川原第1公会堂（午後）

婦人がん検診の実施医療機関

病院名 電話
柿添病院
平戸市民病院
中山レディースクリニック
平井産婦人科

23-2151
28-1113
0956-72-0050
0956-62-3903

１
２
３
４

健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125問

ワクチンの組み合わせ

生ワクチン
→生ワクチン

生ワクチン
→不活性ワクチン

不活性ワクチン
→生ワクチン

不活性ワクチン
→不活性ワクチン

経口ワクチン
⇔その他のワクチン

変更前

同時接種または
27日以上

同時接種または
27日以上

同時接種または
６日以上

同時接種または
６日以上

同時接種または
６～ 27日以上

変更後

同左

制限なし

制限なし

制限なし

制限なし
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乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を

支
援
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
す
る
た
め
、
育
児
用

品
の
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

▼
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・
最
長

　
　

１
年

　

▼
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）

　
　

20
台
・
１
〜
３
カ
月

　

▼
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３

　
　

カ
月

　

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
10
台
・

　
　

最
長
１
年

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

　
　

選
と
し
ま
す
。

　

※

育
児
用
品
の
貸
し
出
し
・
返

　
　

却
は
、
こ
ど
も
未
来
課
子

　
　

育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支

　
　

所
地
域
振
興
課
、
各
出
張

　
　

所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

○
対　

象　

市
内
に
住
所
を
有

　

す
る
乳
幼
児（
令
和
２
年
12
月

　

31
日(

木)

ま
で
に
出
産
予
定

　

を
含
む
）の
保
護
者
ま
た
は
里

■中部出張所　☎22-9180　■南部出張所　☎22-9190　■舘浦出張所　☎22-9204　■度島連絡所　☎22-9176
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎22-9200　■田平支所　☎22-9210　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

　
　

月
１
日（
月
）〜
令
和
６
年

　
　

２
月
29
日（
木
）

　

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

　
　

員　

委
嘱
の
日
か
ら
農
業

　
　

委
員
の
任
期
満
了
の
日
ま
で

○
募
集
期
間　

９
月
４
日（
金
）

　

〜
10
月
１
日（
木
）

○
推
薦
お
よ
び
応
募
方
法

　

▼
農
業
委
員
の
場
合

　
　

①
農
業
委
員
会
委
員
候
補

　
　
　

者
推
薦
書

　
　

②
農
業
委
員
会
委
員
候
補

　
　
　

者
応
募
届
出
書

　

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

　
　

員
の
場
合

　
　

①
農
地
利
用
最
適
化
推
進

　
　
　

委
員
候
補
者
推
薦
書

　
　

②
農
地
利
用
最
適
化
推
進

　
　
　

委
員
候
補
者
応
募
申
込

　
　
　

書

○
提
出
先

　

▼
農
業
委
員
に
関
す
る
こ
と

　
　

農
林
課
総
務
班

　

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員

　
　

に
関
す
る
こ
と　

農
業
委

　
　

員
会

◎
問　

農
林
課
総
務
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
５
０
）

　
　
　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
☎
22-

９
１
７
２
）

　

▼
共
通
事
項　

次
の
い
ず
れ
に

　
　

も
該
当
し
な
い
人

　
　

①
破
産
手
続
開
始
の
決
定

　
　
　

を
受
け
て
復
権
を
得
な
い

　
　
　

人

　
　

②
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ

　
　
　

ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ

　
　
　

る
ま
で
ま
た
は
、
そ
の
執

　
　
　

行
を
受
け
る
こ
と
が
な

　
　
　

く
な
る
ま
で
の
人

　
　

③
平
戸
市
の
執
行
機
関
の

　
　
　

委
員
お
よ
び
市
職
員

○
募
集
人
員

　

▼
農
業
委
員　

19
人

　
　

※

委
員
定
数
19
人
の
内
、

　
　
　

10
人
以
上
は
認
定
農
業

　
　
　

者
な
ど
と
し
ま
す
。

　

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

　
　

員　

18
人

○
任　

期

　

▼
農
業
委
員　

令
和
３
年
３

　
　
　

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

　
　
　

相
談
く
だ
さ
い
。

　

②
収
入
が
平
戸
市
営
住
宅
条

　
　

例
な
ど
に
定
め
ら
れ
た
基
準

　
　

内
で
あ
る
こ
と
。

　

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

　
　

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　

④
地
方
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い

　
　

な
い
こ
と
。

　

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

○
添
付
書
類

　

①
住
民
票
謄
本

　

②
所
得
証
明
書

　

③
完
納（
納
税
）証
明
書

　

※

世
帯
全
員
分
が
必
要
で
す
。

　

※

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在

　
　

で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　
　

は
、
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン

　
　

バ
ー
）の
提
供
に
よ
り
添
付

　
　

書
類
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

　
　

き
ま
す
。

○
抽
選
会　

募
集
戸
数
を
超
え

　

る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、

　

抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

　

▼
と
き　

10
月
３
日（
土
）午

　
　

前
10
時
〜

　

▼
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化

　
　

施
設

　

※

入
居
が
決
ま
っ
た
後
に
辞
退

　
　

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
事

　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申

込
書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
、

都
市
計
画
課
ま
た
は
各
支
所
・

出
張
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
新
規
募
集
戸
数　

７
戸（
18
戸
）

　

①
平
戸
地
区　

３
戸（
２
戸
）

　

②
田
平
地
区　

３
戸（
１
戸
）

　

③
生
月
地
区　

１
戸（
15
戸
）

　

※

（　

）内
は
過
去
の
募
集
で

　
　

応
募
の
な
か
っ
た
住
宅
で
、

　
　

今
回
の
募
集
期
間
に
か
か
わ

　
　

ら
ず
常
時
申
し
込
み
を
受

　
　

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

※

住
宅
の
修
繕
な
ど
の
状
況
に

　
　

よ
り
、
募
集
戸
数
が
変
更

　
　

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
募
集
期
間　

９
月
１
日（
火
）

　

〜
10
日（
木
）

　

※

郵
送（
必
着
）で
も
可

○
入
居
資
格　

原
則
と
し
て
、
次

　

の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て

　

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

　
　

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

　
　

あ
る
こ
と
。

　
　

※
単
身
で
も
入
居
で
き
る
場

　

帰
り
先
の
祖
父
母
な
ど
。
た

　

だ
し
、
保
育
料
な
ど
の
滞
納

　

者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子

　

健
康
手
帳
を
持
参
の
上
、
市

　

民
課
総
合
窓
口
ま
た
は
各
支

　

所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所

　

に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

９
月
１
日（
火
）〜

　

14
日（
月
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前

　
　

よ
り
貸
し
出
し
可
能
で
す
。

　

※

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
チ
ャ
イ
ル

　
　

ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
の
一
部

　
　

は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

　
　

金
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班

　
（
☎
22-
９
１
３
７
）

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸

出
事
業
第
３
期
募
集

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
を
募
集

担当地域ごとの定数

※農地利用最適化推進委員

担当地域
北部地域(度島含む)

中部地域
南部地域
生月地域
田平地域
大島地域

定　数
４人
３人
３人
３人
３人
２人

募
　
　
集

　
　

前
に
十
分
検
討
し
た
う
え
で

　
　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
問　

都
市
計
画
課
総
務
住
宅

　

班

　
（
☎
22-

９
１
６
４
）

　

次
期
農
業
委
員
お
よ
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

○
推
薦
を
受
け
る
人
お
よ
び
応

　

募
す
る
人
の
資
格

　

▼
農
業
委
員　

農
業
に
関
す

　
　

る
識
見
を
有
し
、
農
地
な

　
　

ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推

　
　

進
に
関
す
る
事
項
、
そ
の

　
　

他
の
農
業
委
員
会
の
所
掌

　
　

に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
そ

　
　

の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ

　
　

と
が
で
き
る
人

　

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

　
　

員　

農
地
利
用
の
最
適
化

　
　

の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を

　
　

有
す
る
人
で
、
担
当
す
る

　
　

地
域
内
の
農
地
の
利
用
な

　
　

ど
の
最
適
化
の
た
め
の
職
務

　
　

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

　
　

る
人
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と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
10
月
７

日（
水
）ま
で
に
予
約
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
９
日（
金
）午

　

前
10
時
〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
役
所
３
階

　

会
議
室
Ａ

○
内　

容　

自
動
車
賠
償
責
任

　

保
険
な
ど
の
請
求
方
法
、
損

　

害
賠
償
額
の
計
算
方
法
、
示

　

談
の
進
め
方
な
ど

○
予
約
先　

長
崎
県
交
通
事
故

　

相
談
所　

☎
０
９
５-

８
２
４-

　

１
１
１
１

◎
問　

総
務
課
危
機
管
理
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
０
１
）

○
試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙 

種
・

　

丙
種

○
試
験
日　

11
月
21
日（
土
）午

　

前
10
時
〜

○
試
験
地　

長
崎
市
、
佐
世
保

　

市
、
島
原
市
、
諫
早
市
、
大

　

村
市
、
五
島
市
、
新
上
五
島

　

町
、
壱
岐
市
、
対
馬
市

○
受
験
願
書
の
受
付
期
間　

　
　
　

　

こ
の
度
、
弁
護
士
過
疎
地
域

対
策
と
し
て
、
日
本
弁
護
士
連

合
会
や
九
州
弁
護
士
会
連
合
会

の
支
援
を
受
け
て
、
田
平
町
に

「
飛
鸞
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務

所
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
名　

称　

飛
鸞
ひ
ま
わ
り
基

　

金
法
律
事
務
所

〇
弁
護
士　

小
林　

洋
介

○
と
こ
ろ　

田
平
町
山
内
免
４

　

７
８-

２

○
連
絡
先　

22-

７
９
１
０

◎
問　

総
務
課
行
政
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
０
０
）

　

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
人
を

対
象
に
交
通
事
故
巡
回
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
完
全
予
約
制

　

▼
書
面
申
請　

９
月
７
日（
月
）

　
　

〜
18
日（
金
）

　

▼
電
子
申
請　

９
月
４
日（
金
）

　
　

〜
15
日（
火
）

○
受
験
願
書
の
入
手
先　
（
一
財
）

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

　

県
支
部
、
県
内
各
消
防
署
、

　

長
崎
県
消
防
保
安
室
、
長
崎

　

県
各
振
興
局
、
長
崎
県
立
大

　

学
、
長
崎
・
佐
世
保
高
技
専
、

　

ポ
リ
テ
ク
長
崎
・
佐
世
保
、
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎
紀
伊
國
屋

　

書
店
長
崎
店
、
メ
ト
ロ
書
店

　

本
店

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
☎
22-

３
１
６
７
）

　

９
月
24
日（
木
）〜
30
日（
水
）

は
結
核
予
防
週
間
で
す
。
結
核

は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
、
主
に
肺

に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
結

核
が
進
行
し
た
患
者
の
咳
な
ど
の

し
ぶ
き
に
含
ま
れ
る
結
核
菌
が
空

気
中
に
飛
び
散
り
、
そ
れ
を
吸
い

込
む
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

　

結
核
の
症
状
は
、
風
邪
の
症

状
に
よ
く
似
て
お
り
、
長
崎
県
内

で
も
毎
年
約
２
０
０
人
程
度
が

お
知
ら
せ

感
染
し
て
い
ま
す
。

　

結
核
は
、
正
し
い
服
薬
で
治
る

病
気
で
す
。
自
分
の
健
康
を
守
り
、

家
族
や
友
人
な
ど
へ
の
感
染
を
防

ぐ
た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

〇
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト

　

①
せ
き
や
痰
な
ど
風
邪
に
似
た

　
　

症
状
が
２
週
間
以
上
続
い
た

　
　

ら
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
。

　

②
免
疫
力
が
低
下
し
な
い
よ
う
、

　
　

規
則
正
し
い
食
生
活
を
心
が

　
　

け
る
。

　

③
年
に
１
回
は
定
期
的
に
胸
部

　
　

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
受
け
る
。

　
　

精
密
検
査
が
必
要
な
場
合

　
　

は
、
必
ず
受
診
す
る
。

　

④
乳
幼
児
の
結
核
予
防
に
は
、

　
　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

　
　

有
効
。

◎
問　

県
北
保
健
所
地
域
保
健

　

課

　
（
☎
57-

３
９
３
３
）

特
定
不
妊
治
療
の
治
療
費
助
成

　

長
崎
県
で
は
、
不
妊
治
療
の
う

◎
問　

県
北
保
健
所
地
域
保
健

　

課

　
（
☎
57-

３
９
３
３
）

　

県
北
保
健
所
で
は
、
眠
れ
な
い
、

ゆ
う
う
つ
だ
、
い
ら
い
ら
す
る
、

依
存
症
や
ひ
き
こ
も
り
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
、
精
神
科
の
医
療
機

関
を
受
診
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
か

迷
っ
て
い
る
な
ど
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
家
族
や
関

係
者
だ
け
で
の
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。

保
健
所
職
員
に
よ
る
相
談

〇
相
談
日　

平
日
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時
30
分

〇
内　

容　

精
神
障
害
に
関
す

　

る
相
談
を
保
健
師
、
作
業
療

　

法
士
、
社
会
福
祉
職
が
お
受

　

け
し
ま
す
。（
電
話
で
の
相
談

　

も
可
能
）

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談（
毎
月

１
回
）

　

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
は
、

各
相
談
日
の
８
日
前
ま
で
に
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

　

相
談
日
に
つ
い
て
は
、
県
北
保

健
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

県
北
保
健
所
地
域
保
健

　

課

　
（
☎
57-

３
９
３
３
）

　

３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

の
緑
の
募
金
活
動
に
お
き
ま
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
ご

協
力
に
よ
り
、
85
万
１
，
９
８
９

円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
私
た
ち
の
豊
か

な
生
活
を
支
え
、
多
く
の
恵
み
を

与
え
て
く
れ
る
森
林
づ
く
り
の
ほ

か
、
花
苗
や
苗
木
の
配
布
な
ど
地

域
の
緑
化
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

◎
問　

農
林
課
農
林
整
備
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
５
１
）

　
　

所
得
の
要
件
が
緩
和
さ
れ

　
　

ま
す
。

○
助
成
内
容

　

▼
初
回
の
治
療
に
限
り
、
30

　
　

万
円（
治
療
内
容
に
よ
り
７

　
　

万
５
千
円
）を
上
限
に
助
成
。

　

▼
２
回
目
以
降
は
、
１
回
の

　
　

治
療
に
つ
き
15
万
円
を
上

　
　

限
に
助
成
。（
治
療
内
容
に

　
　

よ
り
７
万
５
千
円
が
上
限
）

　

▼
特
定
不
妊
治
療
の
う
ち
、

　
　

精
子
を
精
巣
ま
た
は
精
巣

　
　

上
体
か
ら
採
取
す
る
た
め
の

　
　

手
術
を
行
っ
た
場
合
は
、
１

　
　

回
の
治
療
に
つ
き
初
回
は
30

　
　

万
円
を
上
限
に
助
成
、
２

　
　

回
目
以
降
は
15
万
円
ま
で

　
　

助
成（
凍
結
胚
移
植
を
除
く
）。

　
　

た
だ
し
、
男
性
不
妊
治
療

　
　

単
独
の
申
請
は
対
象
外
。

○
申
請
締
切　

治
療
終
了
日（
妊

　

娠
の
確
認
ま
た
は
治
療
を
中

　

止
し
た
日
）の
属
す
る
年
度
の

　

年
度
末

不
妊
相
談
に
つ
い
て

　

不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
の
た
め
に
、

県
北
保
健
所
で
は
不
妊
治
療
の

情
報
提
供
、
不
妊
に
よ
る
悩
み

な
ど
に
つ
い
て
、
保
健
師
が
無
料

で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

「
緑
の
募
金
」へ
の
協
力
に

対
す
る
お
礼

交
通
事
故
巡
回
相
談
所
を

開
設

ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務

所（
公
設
事
務
所
）の
開
設

令
和
２
年
度
第
２
回
危
険

物
取
扱
者
試
験
の
実
施

ち
、
特
定
不
妊
治
療（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）の
治
療
費
の
一

部
助
成
を
行
な
っ
て
お
り
、
県
北

保
健
所
は
助
成
の
申
請
窓
口
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
対　

象

　

▼
夫
婦
の
両
方
ま
た
は
一
方
が

　
　

長
崎
県（
長
崎
市
・
佐
世
保

　
　

市
を
除
く
）に
在
住
の
人

　

▼
夫
婦
の
前
年
の
合
計
所
得

　
　

額
が
７
３
０
万
円
未
満
の

　
　

人

　

▼
県
指
定
の
医
療
機
関
で
特

　
　

定
不
妊
治
療
を
受
け
た
人

　

▼
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢

　
　

が
42
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

　

※

令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　

防
止
の
観
点
か
ら
治
療
を

　
　

延
期
し
令
和
３
年
３
月
31

　
　

日
ま
で
に
治
療
を
開
始
し
た

　
　

場
合
、
令
和
２
年
３
月
31

　
　

日
時
点
で
妻
の
年
齢
が
42

　
　

歳
で
あ
る
夫
婦
に
つ
い
て
は
、

　
　

治
療
開
始
時
点
の
妻
の
年

　
　

齢
が
43
歳
で
あ
る
夫
婦
も

　
　

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

※

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

　
　

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　
　

に
伴
い
、
時
限
的
に
年
齢
と

精
神
保
健
福
祉
専
門
相
談

不
妊
治
療
に
関
す
る
支
援

制
度

結
核
予
防
週
間



Hirado  Informa�on

■国民健康保険税　　　　　第４期
■介護保険税　　　　　　　第４期
■後期高齢者医療保険料　　第３期
※口座振替日　　　　　９月28日（月）
　この日に振替ができなかった場合は、10月12日（月）に再
　振替します。

市税の納期限【９月30日（水）】

税務課総務徴収班　☎22-9115問

企画財政課企画統計班　☎22-9106問

広報ひらど 令和２年９月号 22Hirado City Public Relations,2020.９23

Necessary Information

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

各種相談

○９月11日（金）10：00～ 15：00
　平戸商工会議所２階会議室
○９月25日（金）10：00～ 15：00
　平戸商工会議所２階会議室

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■年金相談（完全予約制）
○９月２日（水）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○９月８日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○９月15日（火）10：30～ 15：00　
　舘浦出張所
○９月29日（火）10：00～ 15：00
　市役所本庁３階会議室
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

■９月の延長窓口実施日
　９月３日（木）・10日（木）・17日（木）・24日（木）
■延長時間　午後５時15分～午後７時
■開設場所　本庁市民課
■受付内容　マイナンバーカードおよび各種
　証明書の交付
　※交付できる証明書
　　◎住民票の写し◎戸籍謄（抄）本
　　◎戸籍附票の写し◎印鑑登録および印鑑証明書
※各支所・出張所では実施していません。
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

延長窓口
　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人
のために、時間外に証明書などを発行するサービスを
実施しています。サービスを利用される場合は、必ず
当日の午後5時までにご予約ください。

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。
　今月は下記の日程で開催しますので、お気軽にお
越しください。

○９月18日（金）９：00～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

市民課内消費生活センター　☎22-9122問

○９月９日（水）13：00～ 15：00　
　生月地区（舘浦出張所）
○９月23日（水）14：00～ 16：00　
　大島地区（大島村公民館）

■消費生活巡回相談・定例行政相談所

※大島地区は消費生活巡回相談のみとなります。

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

○９月９日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内
○９月23日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内

■個別創業相談会（事前予約している人を優先）

○９月９日（水）11：00～ 16：00
　未来創造館会議室A

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

　

水
道
の
使
用
に
つ
い
て
、
９
月

１
日（
火
）か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

24
時
間
申
し
込
み
可
能
で
履
歴

が
残
る
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
申
込
方
法　

使
用
開
始
日
お

　

よ
び
中
止
日
の
１
カ
月
前
か
ら

　

平
戸
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

　

申
し
込
み
が
可
能
で
す
。
申
し

　

込
み
の
ル
ー
ル
を
確
認
の
上
、

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
問　

水
道
局
総
務
班

　
　
　
（
☎
22-

３
８
３
８
）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
人

は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
人

と
比
べ
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け

取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増

額
す
る
た
め
に
、
免
除
さ
れ
た
期

間
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
３
年
度
目
以
降
の

期
間
の
追
納
の
場
合
は
、
当
時
の

保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
追
納

制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
追
納

申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◎
問　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　
　
　
（
☎
０
９
５
６-

34-

１
１

　
　
　

８
９
）

平戸市ホームページ

国
民
年
金
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５年に１度の「国勢調査」を行います

　国勢調査は、統計法によりその定期的な実施が
定められ、日本に住むすべての人を対象とする国の
最も基本的かつ重要な調査です。今年は、国勢調
査が始まって100年目の節目となります。
　調査結果は、地方交付税の算定や人口減少対策、
生活環境の改善、防災計画など、わたしたちの生
活に欠かせないさまざまな施策に役立てられます。

９月14日（月）～ 10月20日（火）
▼インターネット回答期間　９月14日（月）～ 10月７日（水）
▼調査票（紙）の回収期間　 10月１日（木）～７日（水）

10月１日（木）

国勢調査については、「国勢調査2020総合サイト」をご覧ください。

アドレス　https://www.kokusei2020.go.jp/ 国勢調査2020

○市内各地区から推薦され、総務大臣から任命された「国勢調査員」がお住まいの世帯を訪
　問し、調査票の配布や回答方法などについて説明します。
　※調査員は、写真入りの「調査員証」を携行しています。
○調査票と一緒にインターネット回答用IDが配布されます。パソコン・スマートフォンなどで、
　都合に合わせて回答でき、調査票の提出も不要です。ぜひ、利用してください。

お
知
ら
せ

調査期日

調査期間

その他
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　世界文化遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン
関連遺産」の構成資産の１つである、中江ノ島（下中
野町）で清掃作業が行われました。
　中江ノ島は生月島のかくれキリシタン信者が島の
岩の割れ目から「聖水」をくむ「お水取り」の行事を
行っている場所です。今回、定期観察もかねて市文
化交流課職員や平戸市生月町博物館「島の館」の職員
など８人が島に渡り、約１時間かけて島に漂着した
ペットボトルや流木、漁具など90リットル入りポ
リ袋10個分を拾い集めました。

７
31平和を祈る500発の花火

　爆心地・長崎から平和のメッセージを発信する番
組「Japanet presents 被爆75周年 長崎から世界
へ平和を -稲佐山音楽祭2020-」が放送され、クラ
イマックスでは、平和を祈願して県内各地で花火が
打ち上げられました。平戸市でも、５分間で約500
発の花火が白浜港から打ち上げられ、夜空を明るく
照らしました。
　平戸から打ち上げられた花火の様子は、平戸市公
式YouTubeチャンネル「平戸チャンネル」で見るこ
とができます。

８
７生月大橋を照らす大輪の花

　生月町の舘浦漁港で、約500発の花火が打ち上げ
られ、生月の夜空を明るく彩りました。
　舘浦地区ではご先祖の送り火として、毎年８月
15日に精霊流しと併せて花火大会を行っています
が、今年は新型コロナウイルス感染症の影響により、
住民の密集などを避けるためにあえて事前の周知を
行わずに、花火の打ち上げのみ行われました。
　舘浦地区の打ち上げ花火の様子は、平戸市公式
YouTubeチャンネル「平戸チャンネル」で見ること
ができます。

８
15 かくれキリシタンの聖地「中江ノ島」を清掃

８ 平戸の自然の中で野外体験

　山中町の紙漉の里で、NPO法人ひらど海てらす
主催の「令和２年度少年自然体験交流事業」が行われ
ました。
　今年は、新型コロナウイルス感染症の影響で、日
帰りでの開催となりましたが、市内の小学５～６年
生44人が参加。１日目は、ロープワークや沢登り
のほか、夕食の準備として飯盒炊飯やカレーの調理
体験を行いました。２日目は、紙漉の里を離れ、安
満岳ハイキングや荒崎海岸でのレクリエーションな
ど平戸の自然を満喫しました。

　田平町の中瀬草原キャンプ場で、キャンパー向け
のドローン空撮サービスの実証実験が行われました。
　この試みは、操縦、撮影、編集などの一連の作業
が求められていた従来のドローンでの映像制作を、
専用のアプリケーションを利用することで、手軽に
行えるようにするものです。
　この日は、キャンプ場の利用客を対象に、無料で
撮影を実施。参加者からは「中瀬草原でのキャンプ
の良い思い出になる。子ども連れなどから特に喜ば
れると思う」との感想が聞かれました。

中瀬草原での思い出作りに８
生きた英語にふれあう

　生きた英語に慣れ親しみ、英語に対する興味関心
を高め、国際化の中で、観光都市平戸の将来を担う
人材の育成を目的に「令和２年度イングリッシュ
キャンプ」が行われました。
　今年は、市内の中学校に通う21人の生徒が参加。
市街地の散策などを行い、散策で訪れた場所や平戸
でおすすめのものを英語でプレゼンテーションしま
した。参加した生徒からは「発音を意識し、伝わる
ように工夫して話すことができ、通じていると感じ
ることができた」との感想が聞かれました。

８

　田平町の平戸口中央家畜市場で、宇久・小値賀家
畜市場との統合後初の競りが開催され、子牛と成牛
あわせて約500頭が競りにかけられました。
　８月から宇久・小値賀家畜市場と統合したことに
より、安定した出荷頭数が確保され市場の活性化が
図られるとともに、競りの毎月開催により子牛の適
齢出荷が促され、生産者の所得増加が期待されてい
ます。実際に、今回の競りの結果は、子牛の平均価
格が702千円/頭（前回比108％）と大きく上昇しま
した。

８ 統合後初の競りが開催 ３
～４

３
～４

    21
～ 2222
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警察・海保・消防で合同訓練
　戸石川町の宅配クック123の
久岡美穂さんに平戸警察署から
礼状が贈られました。久岡さん
は、宅配先で高齢者の異変に気
付き、近くの駐在所に連絡。高
齢者は一命を取り留めました

　８月７日、平戸桟橋で停泊中
のフェリー大島で火災が発生し
たと想定し、３機関による合同
の訓練が行われ、各機関の連携、
情報共有方法の強化、役割の明
確化などを確認しました。

宅配中に高齢者の異変を察知
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　　金石 夏希 ちゃん
いしだ　　　  あやめ

石田 彩姫 ちゃん
H26.９.21　６歳（田平町）

かないし　    なつき

H27.９．29　５歳（田平町）

藤田 莉央 くん
H30.９.27  ２歳（生月町）

ふじた　　　  りお わたりぐち　　りず

Hirado City Public Relations,2020.９27

やまだ　    ゆうせい

山田 悠晴 くんH30.９．４　２歳（田平町）

牧山 結心 ちゃん
H27.９.８　５歳（鏡川町）

R1.９.７　１歳（岩の上町）

まきやま          ゆい

古川 柚 ちゃん
H29.９.25　３歳（度島町）

ふるかわ　  ゆず もとやま　　　  か
やの

本山 香弥乃 ちゃん

R1.９.18　１歳（主
師町）

渡口 詩 ちゃん

　　舩屋 優音 ちゃん
R1.９.14　１歳（大久保町）

永澤 玲 くん
R1.９.27　１歳（生月町）

ながさわ　 れい　　　  
ふなや　　　 ゆの

９月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

vol.100

●投稿方法　・写真・子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・投稿者氏名・住所
　　　　　　・連絡先を添えて、Ｅメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（人事課秘書広報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　10人（先着順）

10月
生まれ
募集中

※メール送信の際は、件名に必ず「10月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

10月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学
前の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

ＨⅠＲＡＤＯの
アイドル大集合




